
やめ即徳山ダ
徳山ダム建設中止を求める会通信
No.42(2001. 11. 7

事 務 局  丁EL/FAX 0584「 78o4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

<徳山ダム裁判報告>
収用裁決取消訴訟、 10/17に 第 1回口頭弁論

原告倶1は 、訴状に段階から事業認定取消訴訟との併合審理を主張している。収用委員会

の裁決手続云々の瑕疵を争うつもりはないからである。被告側は「原告側から裁決手続に

ついての主張が出てくるかもしれないから併合審理は無理」と寝ぼけた意見を出してきた。

次回に再度進行について協議する。

事業認定取消訴訟、結審間近に裁判長交代か
5月 16日 に引き続き、山崎房長証人 (建設省 (当 時)の事業認定時の担当者)に対 し

て原告側から反対尋間を行った。反対尋間によって、事業認定の根拠となった申請者 (水

公団)の水需要予測には、合理的根拠がないことが一層明らかになった。

証人尋間はこれで終わり、進行に関する協議及び原告側からの資料説明を経て、最終陳

述へと向かう予定。この結審間近の大詰めにきて、青山裁判長が転勤で交代することにな

った。原告側としては、これまで、かなり裁判長を説得してきたと考えているので少々納

得できない人事である。次の裁判長がどういう人物で、これまでの裁判記録をどのように

読み、どのような訴訟指揮を行っていくか、重大な関心をもたざるをえない。

公金支出差止訴訟、被告側、資料提出を拒否
原告側は知事の同意が財務会計行為であることを重ねて主張 し、平成元年の同意の根拠

となった岐阜県の水需要予測の資料を提出するように再度要求 した。被告側は「同意の根

拠を争点 とする必要はない」として資料提出を拒む。

今後の予定裁判日程 (いずれも岐阜地裁)

【事業認定取消訴訟】
◎ 11月 15日 (木)11時～ ラウンドテーブル
◎ 12月 19日 (水)13時 30分～15時
【収用裁決取消訴訟】

◎ 11月 15日 (木)11時 30分～
【住民訴訟】

◎ 12月 12日 (水)11時 ～ ラウンドテーブル
◎ 1月 23日 (水) 11時～ ラウンドテーブル

12月 15日 (土)18時～  すき焼きパーティー

菫山ダム窃 納 姥 求める会  忘 年 二倉
会費 2000円  (事務局近くの工場の食堂をお借 りして行います )

来年の運動方針なども一緒に考えましょう。多数のご参加を期待 します。

参加ご希望の方は、事務局 (0584-78-4119)に ご連絡を。
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☆ 徳山ダム裁判 3周 年集会を来年 3月 に予定 しています。「大物ゲスト」を招いて、こ

れまでにない規模で集会を行いたいと、現在、鋭意準備中です。次号でご案内しますので、

是非ご参加下さい。

☆ 徳山ダム鉱害訴訟の第 4回 口頭弁論の次回は 11月 8日 (木)午前 10時です。

この土地を巡る収用委員会の第 3回審理は 11月 21日 (水)午前 10時 30分から県

シンクタンク庁舎で行われます。 できる限りの傍聴をお願いいたします。

☆ 原告会費2001年 後期分未納の方、会費をお願いいたします。収用裁決取取消訴訟

で新たに原告になられた方は、後期分から、原告会費をお願いいたします。

一般会費・カンパはいつでも大歓迎。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫

編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503-0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4119  Email:tokuyama@geOCities.coJp
URL i http://www.geocities.cojp/WallStrect/1214/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円


